
年
ね ん

長
ちょう

者
し ゃ

・青
せ い

少
しょう

年
ね ん

医療や福祉の
お仕

し

事
ごと

って
どんなものだろう。

⑦

園
えん
児
じ
とともに（山田町

ちょう
立
りつ
わかば幼

よう
稚
ち
園
えん
）

車
くるま
いすの高

こう
齢
れい
者
しゃ
と

（特
とく

別
べつ

養
よう

護
ご

老
ろう

人
じん

ホーム平
へい

安
あん

荘
そう

）

岩
いわ
手
て
県
けん
立
りつ
山
やま
田
だ
病
びょう
院
いん
の新

しん
築
ちく
落
らく
成
せい
式
しき
（2016〔平

へい
成
せい
28〕年

ねん
８月
がつ
19日

にち
）

山田町
まち
教
きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい

医
い

療
り ょ う

や福
ふ く

祉
し

ではたらく人
ひ と

びと

まつりちゃん 夏
か

織
おり

さん 海
かい

大
た

くん
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　妊
にん

娠
しん

期
き

から子育て期にわたる母
ぼ

子
し

の 
健
けん

康
こう

、育
いく

児
じ

に関
かん

する相
そう

談
だん

支援等
とう

を目
もく

的
てき

と 
して、2017（平

へい

成
せい

29）年
ねん

度
ど

に設
せっ

置
ち

されました。
主
おも

な事
じ

業
ぎょう

は、母子健
けん

康
こう

手
て

帳
ちょう

交
こう

付
ふ

時
じ

の健康
相談、助

じょ

産
さん

師
し

なんでも相談、不
ふ

妊
にん

相談、子ども
の病

びょう

気
き

や障
しょう

がい・心
しん

身
しん

の成
せい

長
ちょう

等に関する
相談、思

し

春
しゅん

期
き

講
こう

話
わ

などの開
かい

催
さい

、子育て支援
サービスの紹介などです。安心して出

しゅっ

産
さん

・育
いく

児
じ

 
ができるよう、細

こま

やかな対
たい

応
おう

を行
おこな

っています。

　親と子の楽
たの

しい広
ひろ

場
ば

である「すくすくひろば」、
さまざまな育児相談を行う「ワイワイキッズ」、子育
てについて学

まな

びあう「育児講話・講
こう

座
ざ

」、１歳未
み

満
まん

の子どもとその保護者の交流と情報交換の場
ば

「赤
ちゃんらんど」などの事業を行っています。

　０～３歳
さい

の未
み

就
しゅう

園
えん

児を持
も

つ
親
おや

・家
か

族
ぞく

を対
たい

象
しょう

にした学
がく

習
しゅう

会
かい

です。託
たく

児
じ

ボランティアが 
子どもを見

み

ていてくれるので、
安心して学習ができ、参

さん

加
か

者
しゃ

どうしの情報交
こう

換
かん

や交
こう

流
りゅう

も行われています。

　オランダ島
じま

ハウスで開
ひら

かれている子育てサロン 
は、就

しゅう

学
がく

前
まえ

の児
じ

童
どう

とその保
ほ

護
ご

者
しゃ

を対象とした、 
子どもや親どうしが自

じ

由
ゆう

に交流したり遊
あそ

んだり 
する場です。

子育て世
せ

代
だい

包
ほう

括
かつ

支援センター

地
ち

域
いき

子育て支援センター

たんぽぽ学
がっ

級
きゅう

子育てサロン

山
やま

田
だ

ならではの情報共
きょう

有
ゆう

と見
み

守
まも

り　助産師 宮
みや

澤
ざわ

ヒマ子さんのお話
はなし

　病
びょう

院
いん

の診
しん

察
さつ

を受
う

けて出
しゅっ

産
さん

予
よ

定
てい

日
び

がわかり、妊娠の届
とど

け出
で

があったときから、 
妊
にん

婦
ぷ

さんと私
わたし

たちのつきあいが始
はじ

まります。子育て支援が注
ちゅう

目
もく

されるようになったの
は最

さい

近
きん

ですが、もともと山田では保
ほ

育
いく

園
えん

、幼
よう

稚
ち

園
えん

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

をはじめ、各
かく

種
しゅ

機
き

関
かん

が連
れん

携
けい

して子どもや
家
か

庭
てい

の情報を共
きょう

有
ゆう

して育児や教
きょう

育
いく

を行っていました。
　どんな問

もん

題
だい

点
てん

も見
み

逃
のが

さず、いろいろなところで母子を見
み

守
まも

っていきますので、山田では安心して 
子育てができると思

おも

いますよ。

父母の学習会（たんぽぽ学級）

身
しん

長
ちょう

・体
たい

重
じゅう

などの測
そく

定
てい

（乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健
けん

診
しん

）

　ブックスタート。３か月
げつ

児
じ

健診時
じ

にボラ
ンティアによる絵

え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ、子育
て支援情

じょう

報
ほう

のお知
し

らせ、絵本のプレゼン
トを行っています。

安
あん

心
しん

して子育てができる
町
まち

がいいね。
子
こ

育
そ だ

てを支
し

援
え ん

する
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　山
やま

田
だ

町
まち

には保育所（園）が８園
えん

、幼稚園が２園あります。
　保育所（園）は厚

こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

が管
かん

轄
かつ

する、０歳
さい

から小
しょう

学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく

前
まえ

までの 
乳
にゅう

児
じ

や幼
よう

児
じ

を預
あず

かって保育する機
き

関
かん

であり、幼稚園は文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

が管轄
する、３歳から小学校入学前までの幼児が通

つう

園
えん

して学
まな

ぶ教
きょう

育
いく

機関です。 
保
ほ

護
ご

者
しゃ

はそれぞれの家
か

庭
てい

の環
かん

境
きょう

や事
じ

情
じょう

に応
おう

じて、子どもに保育や教育を
受けさせています。

保
ほ

育
いく

所
しょ

（園
えん

）・幼
よう

稚
ち

園
えん

のお仕
し

事
ごと

遊
あそ

びを通
とお

して学
まな

ばせたい　山田町立わかば幼稚園園長  関
せき

菜
ま

利
り

さんのお話
　わかば幼稚園は豊

とよ

間
ま

根
ね

・荒
あら

川
かわ

地区の、海
うみ

辺
べ

から離
はな

れた山
さん

間
かん

地域にあります。 
自
し

然
ぜん

豊かなところで子どもたちはのびのび過
す

ごしています。「じょうぶな子」「やさしい 
子」「よくかんがえる子」を教育目

もく

標
ひょう

に掲
かか

げ、生
せい

活
かつ

や遊びの中
なか

でよく考
かんが

え、いろいろなことに気
き

づき、 
やさしさと思

おも

いやりのある子に育つよう直
ちょく

接
せつ

体
たい

験
けん

を大
たい

切
せつ

に教育を行
おこな

っています。また、 
「大

だい

黒
こく

舞
まい

」の伝
でん

統
とう

継
けい

承
しょう

では、年
ねん

長
ちょう

組
ぐみ

が 
行っていることを年

ねん

中
ちゅう

・年
ねん

少
しょう

組の子ども 
たちが見

み

て覚
おぼ

え、自
じ

分
ぶん

から進
すす

んで遊びに
取
と

り入
い

れています。子どもたちなりに教
おし

え
あうなどのようすも見られ、頼

たの

もしく思って
います。

地
ち

域
いき

ぐるみで見
み

守
まも

って育
そだ

てる　山田町
ちょう

立
りつ

船
ふな

越
こし

保育園園
えん

長
ちょう

 山
やま

﨑
ざき

智
とも

子
こ

さんのお話
はなし

　船越保育園は船越地
ち

区
く

の高
たか

台
だい

にあり、適
てき

度
ど

な広
ひろ

さの園
えん

舎
しゃ

と運
うん

動
どう

場
じょう

を有
ゆう

してい 
ます。周

しゅう

囲
い

は草
くさ

木
き

が豊
ゆた

かでサクラ、ツツジ、コスモスなど四
し

季
き

の花
はな

々
ばな

を楽
たの

しめます。
「安

あん

全
ぜん

」「安
あん

心
しん

」「安
あん

定
てい

」を信
しん

条
じょう

に、よい環境で 
子どもたちが育

そだ

つよう心
こころ

がけています。昔
むかし

 
からこの場

ば

所
しょ

にあるのですっかり地域に 
とけ込

こ

み、本
ほん

人
にん

・子ども・孫
まご

と３代
だい

で通
かよ

っている
家庭もあります。子どもたちのことを地域の人

ひと

たちがよく知
し

っていて、地域ぐるみで子
こ

育
そだ

てを
してもらっているという安

あん

心
しん

感
かん

があります。 高台の園舎と運動場

「大黒舞」を練習する子どもたち

運
うん

動
どう

会
かい

の練
れん

習
しゅう

やっぱり子
こ

どもは
宝
たから

物
もの

だね

豊
ゆたか

さん
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ありがとうや笑
え

顔
がお

がうれしい　特別養護老人ホーム平安荘 鈴
すず

木
き

直
なお

美
み

さんのお話
はなし

　母
はな

親
おや

が福祉の仕事をしていて、ずっと興
きょう

味
み

があり、小
ちい

さいころから人の役
やく

に立
た

ち 
たいと思

おも

っていましたので、迷
まよ

わずこの道
みち

を選
えら

びました。寝
ね

たきりの方
かた

のお世
せ

話
わ

も 
あり、大

たい

変
へん

なこともありますが、先
せん

輩
ぱい

たちが親
しん

切
せつ

に指
し

導
どう

やフォローをしてくれるので苦
く

にはならないで
す。利

り

用
よう

者
しゃ

さんにありがとうの言
こと

葉
ば

をいただいたり、にっこり微
ほほ

笑
え

んでくれたりすると疲
つか

れも吹
ふ

き飛
と

び、
すごくうれしいです。みなさんにも福祉の仕事に挑

ちょう

戦
せん

してほしいと思います。

介護の仕事ができることに感
かん

謝
しゃ

　介護老人保健施設さくら山 五
いがらし

十嵐美
み

靜
すず

さんのお話
　私

わたし

たちの施設は、自宅生活できるように支
し

援
えん

する役
やく

割
わり

をもっています。すべてに
手
て

をかけてあげるのではなく、できるだけご自
じ

分
ぶん

でできるように声
こえ

がけやお手
て

伝
つだ

いを
します。利用者がどういう方で何

なに

を必
ひつ

要
よう

とされているかに注
ちゅう

目
もく

しつつ、まわりにも目
め

を配
くば

る必要がある
のが難

むずか

しいところで、大
たい

切
せつ

なのは介
かい

助
じょ

を「やってあげている」ではなく「させていただいている」という
意
い

識
しき

です。社
しゃ

会
かい

に必要なことで、自分や自分の親
おや

にも無
む

関
かん

係
けい

ではないと思ったのがこの道に入
はい

った
きっかけです。みなさんにも、福祉についてもっと知

し

ってもらえたらと思います。

利用者の方の若
わか

いころの話が楽
たの

しみ　特別養護老人ホーム平安荘 鈴
すず

木
き

佳
か

央
お

理
り

さんのお話
　おじいちゃん、おばあちゃんと暮

く

らしていて、おじいちゃん、おばあちゃんが大
だい

好
す

き
でした。高

こう

校
こう

のころ部
ぶ

活
かつ

のマネージャーをやっていて「支
ささ

える」ということに使
し

命
めい

を 
感
かん

じ、それなら、おじいちゃん、おばあちゃんたちのような高齢の方がたを支えたいと思うようになり 
ました。それで高校在

ざい

学
がく

中
ちゅう

にヘルパー２級
きゅう

の資
し

格
かく

を取
と

り、地
じ

元
もと

山田の施設である平安荘に勤
つと

めるこ
とにしました。利用者さんの若いころの話を聞

き

けるなど楽しいこともたくさんありますよ。

　介護施設や高
こう

齢
れい

者
しゃ

住
じゅう

宅
たく

には、公
こう

的
てき

施設として特
とく

別
べつ

養
よう

護
ご

老
ろう

人
じん

ホーム、介護老人
保
ほ

健
けん

施設、介護療
りょう

養
よう

型
がた

医
い

療
りょう

施設、ケアハウス、養護老人ホームが、民
みん

間
かん

運
うん

営
えい

施設
として有

ゆう

料
りょう

老人ホーム、サービス付
つ

き高齢者向
む

け住
じゅう

宅
たく

、グループホームがあります。
　平

へい

安
あん

荘
そう

のような特別養護老人ホームは、病
びょう

気
き

や障
しょう

がいなどによって自
じ

宅
たく

での 
生
せい

活
かつ

が難
むずか

しい人
ひと

や、自宅で介護を受
う

けることが難しい人が入
にゅう

居
きょ

できる介護施設
で、さくら山

やま

のような介護老人保健施設は、病
びょう

院
いん

と自宅の中
ちゅう

間
かん

に位
い

置
ち

づけられ、 
リハビリテーションを通

つう

じて、また自宅で生活できるようになることを目
もく

的
てき

とする公
こう

共
きょう

型
がた

施
し

設
せつ

です。

さまざまな介
かい

護
ご

施
し

設
せつ いろんな施設が

あるんだなあ。

越
こし

次
じ

郎
ろう

さん
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地
ち

域
い き

医
い

療
り ょ う

を担
に な

う

　飯
いい

岡
おか

地区に再建さ
れた山田病院は、高

たか

台
だい

という立
りっ

地
ち

と充
じゅう

実
じつ

した設
せつ

備
び

で、ふだんの
地域医療だけでなく
災
さい

害
がい

時
じ

の医療拠
きょ

点
てん

と
しての活

かつ

躍
やく

が期
き

待
たい

さ
れています。

「急
いそ

がば回
まわ

れ」が大
だい

事
じ

。いろいろなことを知
し

ってほしい。　病
びょう

院
いん

長
ちょう

 宮
みや

本
もと

伸
しん

也
や

さんのお 話
はなし

　高
こう

校
こう

時
じ

代
だい

に、祖
そ

父
ふ

や戦
せん

争
そう

で亡
な

くなった叔
お

父
じ

が医
い

師
し

であったことを知り、自
じ

分
ぶん

もなり
たいと思

おも

い、その道
みち

に進みました。岩手医
い

科
か

大
だい

学
がく

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、大学の研
けん

修
しゅう

医
い

となり、そ
の後

ご

宮古病院に勤
きん

務
む

、そして山田病院の院
いん

長
ちょう

となり、現在に至
いた

っています。患
かん

者
じゃ

さんが治
なお

るとうれし
いですが、治らない病

びょう

気
き

も多
おお

く、簡
かん

単
たん

ではありません。どんなときにも「冷
れい

静
せい

に判
はん

断
だん

する」ということを心
こころ

がけています。
　みなさんには「急がば回れ！」ということを知ってほしいと思います。患者さんは多

た

種
しゅ

多
た

様
よう

です。 
さまざまなことを知ること、医療以

い

外
がい

の経
けい

験
けん

が医師にとっても大
だい

事
じ

です。

医療はチームワーク！　事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

 佐
さ

藤
とう

誠
まこと

さんのお話
　医療はチームワークで提供するものです。そして、チームには医師をはじめさまざ
まな資

し

格
かく

を持
も

った人
ひと

たちがおり、患者さんもまたさまざまな性
せい

格
かく

・職
しょく

業
ぎょう

の方
かた

がたがい
ます。こういう人たちとうまくやっていくためにはたくさんの経験が必

ひつ

要
よう

で、そのためにはいろいろな人
の話を聞

き

くことができる、いろいろな人たちとつながることができることが大事です。
　みなさんには、そういう基

き

本
ほん

的
てき

なことがしっかりできたうえで、自分の想
おも

いをちゃんとたくさんの人に
伝
つた

えられる人になってほしいです。

　山田病院は、1943（昭
しょう

和
わ

18）年
ねん

に開
かい

院
いん

、1950（昭和25）年に県
けん

営
えい

と
なり、宮

みや

古
こ

市
し

にある県立宮古病院
と緊

きん

密
みつ

に連
れん

携
けい

しながら地域に医療
を提

てい

供
きょう

しています。かつては柳
やなぎ

沢
さわ

地
ち

区
く

にありましたが、東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

で被
ひ

災
さい

、総
そう

合
ごう

運
うん

動
どう

公
こう

園
えん

内
ない

の仮
か

設
せつ

診
しん

療
りょう

所
じょ

を経
へ

て2016（平
へい

成
せい

28）年９
月
がつ

に現
げん

在
ざい

の場
ば

所
しょ

に再
さい

建
けん

されました。
病
びょう

床
しょう

は50床
しょう

で、内
ない

科
か

を中
ちゅう

心
しん

に常
じょう

勤
きん

医
い

師
し

は３名
めい

。外
げ

科
か

、小
しょう

児
に

科
か

、整
せい

形
けい

外
げ

科
か

、眼
がん

科
か

は応
おう

援
えん

医師による週
しゅう

１回
かい

程
てい

度
ど

の診療となっており、医師の確
かく

保
ほ

が大
おお

きな課
か

題
だい

となっています。

岩
いわ

手
て

県
けん

立
りつ

山
やま

田
だ

病
びょう

院
いん

どんなお仕
し

事
ごと

なんだろう？
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バリアとバリアフリー

要
よう

配
はい

慮
りょ

者
しゃ

／避
ひ

難
なん

行
こう

動
どう

要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

とは？
　災

さい

害
がい

が起
お

きたときを考
かんが

えてみましょう。ふだんの生活でもさまざまな
場
ば

所
しょ

に見
み

られる「バリア」は、そのときもっと増
ふ

えるに違
ちが

いありません。
　『災害対

たい

策
さく

基
き

本
ほん

法
ほう

』では、お年寄りや障がいのある人、小
ちい

さな子
こ

ど
もなど災害のとき特

とく

に配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

な人を「要配慮者」、そのうち自
じ

分
ぶん

で避
ひ

難
なん

するのが難
むずか

しい人を「避難行動要支援者」としています。
　要配慮者や避難行動要支援者への支援について、私

わたし

たちはふだ
んから考

かんが

えておく必要があります。要配慮者や避難行動要支援者が
安
あん

心
しん

できる社会は、みんなが安心できる社会なのですから。

バリアフリー／ユニバーサルデザインって？
　バリアフリーとは、お年

とし

寄
よ

りや障
しょう

がいのある人
ひと

たちが社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を送
おく

るうえで障
しょう

壁
へき

（バリア）となるものを
取
と

り除
のぞ

くことです。現
げん

在
ざい

では道
どう

路
ろ

や建
たて

物
もの

の段
だん

差
さ

や仕
し

切
き

りをなくすことから、社会制
せい

度
ど

や人びとの考
かんが

え方
かた

な
どに生

しょう

じるさまざまなバリアをなくすことまで意
い

識
しき

されています。
　ユニバーサルデザインは、自

みずか

らも障がい者
しゃ

だったロナルド・メイスという人が、バリアフリー対
たい

応
おう

設備の
「障がい者だけの特

とく

別
べつ

扱
あつか

い」に嫌
いや

気
け

がさし、最
さい

初
しょ

から多
おお

くの方に使
つか

いやすいものを作
つく

る設
せっ

計
けい

手
しゅ

法
ほう

として
提
てい

唱
しょう

した考え方です。

しらべてみよう 身
み

のまわりにどんなバリアがあるかしらべてみよう。

この設
せつ

備
び

やマーク
は何

なん

のためかな？

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

のこのマークは？

　山
やま

田
だ

町
まち

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

では、要配慮者
や避難行動要支援者も想

そう

定
てい

した防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

を行
おこな

っています。

スロープ

点
てん

字
じ

ブロック 多
た

目
もく

的
てき

トイレ
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平成30年３月発行


